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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

　

回次
第25期

第１四半期累計(会計)
期間

第26期 
第１四半期累計(会計) 

期間
第25期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日

自　平成21年４月１日 
至　平成21年６月30日

自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日

売上高 (千円) 1,449,664 1,199,430 6,023,257

経常利益 (千円) 88,406 66,152 525,173

四半期(当期)純利益 (千円) 48,633 39,086 286,488

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) － － －

資本金 (千円) 308,900 308,900 308,900

発行済株式総数 (株) 17,500 17,500 17,500

純資産額 (千円) 1,506,071 1,752,143 1,740,845

総資産額 (千円) 2,360,661 2,418,647 2,633,479

１株当たり純資産額 (円) 86,061.21 100,122.47 99,476.90

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 2,779.08 2,233.50 16,370.75

潜在株式調整後１株当た
り四半期(当期)純利益

(円) － － －

１株当たり配当額 (円) － － 2,600

自己資本比率 (％) 63.8 72.4 66.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 8,920 69,387 309,962

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △32,425 △191,764 △22,571

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △36,601 △37,821 △68,175

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 766,898 886,021 1,046,220

従業員数 (名) 472 478 466

(注)　1．当社は、連結財務諸表および四半期連結財務諸表を作成していないので、連結経営指標等については記載して

おりません。

　　　2．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　3．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　4．持分法を適用した場合の投資損益については、利益基準および利益剰余金基準等からみて重要性の乏しい関連会

社のため、第25期および第25期第１四半期累計（会計）期間ならびに第26期第１四半期累計（会計）期間におい

て記載を省略しております。

　　　5．従業員数は就業人員数（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者および契約社員を含む。）で

あります。なお臨時雇用者はおりません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期会計期間において、当社が営んでいる事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

　 平成21年６月30日現在

従業員数(名) 478

(注)　　従業員数は就業人員数（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者および契約社員を含む。）で

あります。なお、臨時雇用者はおりません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当社は、各種システムの提案、構築、保守および運用に係るサービスの提供を行っており、生産実績を定

義することは困難であるため記載しておりません。
　
　

(2) 受注実績

当第１四半期会計期間における受注実績を事業区分ごとに示すと、下記のとおりであります。
　

事業区分 受注高(千円) 前年同四半期比（％） 受注残高(千円) 前年同四半期比（％）

グループウェアソリューション事業 400,781 84.4 358,878 72.6

ＥＲＰソリューション事業 105,499 80.1 134,703 131.6

Ｗｅｂソリューション事業 211,112 78.7 149,293 58.5

ネットワーク運用サービス事業 374,775 84.7 363,470 71.4

合計 1,092,169 82.9 1,006,344 74.0

(注)　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 販売実績

当第１四半期会計期間における販売実績を事業区分ごとに示すと、下記のとおりであります。
　

事業区分 販売高(千円) 前年同四半期比（％）

グループウェアソリューション事業 422,938 88.1

ＥＲＰソリューション事業 113,642 68.2

Ｗｅｂソリューション事業 224,787 80.8

 ネットワーク運用サービス事業 438,061 83.5

合計 1,199,430 82.7

(注) 上記金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第１四半期会計期間において、財政状態、経営成績およびキャッシュ・フローの状況について異常な変

動等が生じたことにより、投資家の判断に重要な影響を及ぼす可能性がある事項は発生しておりません。ま

た、前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの事業等のリスクについて、重要な

変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

本項に記載した予想、見込、見通し、方針等の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日（平成21年８月

７日）現在において当社が判断したものであります。

　

（1）経営成績の分析

当第１四半期会計期間におけるわが国経済は、世界景気の下振れ懸念、企業業績や雇用情勢の一層の

悪化等により、依然として厳しい状況で推移いたしました。

このような経済情勢の悪化により、情報サービス産業においても、顧客企業におけるIT投資意欲は急

速に減衰しております。とりわけ新規投資の厳選、開発案件の小型化、短納期と価格低減要求等の流れは

加速しており、当社を取り巻く事業環境は厳しさを増しております。

このような状況の中、当社は成長分野および得意領域に経営資源を集中し、営業活動を展開いたしま

した。しかしながら、顧客企業における投資抑制の影響等の結果、当第１四半期会計期間における売上高

は1,199,430千円（前年同四半期比17.3%減）、営業利益は72,056千円（前年同四半期比15.6%減）、経常

利益は66,152千円（前年同四半期比25.2％減）、四半期純利益は39,086千円（前年同四半期比19.6%

減）となりました。

事業区分別の実績は下記のとおりです。

1)　グループウェアソリューション事業は、ユーザ層の拡大や高付加価値ビジネスへのシフトなどへの

取り組みを進めてまいりましたが、顧客企業における新規投資圧縮の影響から、当第１四半期会計期間に

おける売上高が422,938千円（前年同四半期比11.9%減）となりました。 

2)　ＥＲＰソリューション事業は、顧客企業における投資抑制の影響から、当第１四半期会計期間にお

ける売上高は113,642千円（前年同四半期比31.8%減）となりました。

3)　Ｗｅｂソリューション事業は、急速な投資抑制による案件のスリップ、ドロップ等から、当第１四半

期会計期間における売上高は224,787千円（前年同四半期比19.2%減）となりました。

4)　ネットワーク運用サービス事業は、急激な景気後退の影響でマネージドサービス、インフラ構築

サービス分野の需要が一服し、当第１四半期会計期間における売上高は438,061千円（前年同四半期比

16.5%減）となりました。 

　

（2）財政状態の分析

　　当第１四半期会計期間末の財政状態については次のとおりであります。

①資産の部

　  流動資産は、前事業年度末に比べて402,284千円減少し、1,650,952千円となりました。

　　これは、現金及び預金の減少が160,198千円、受取手形及び売掛金の減少が241,853千円が

  あったため等であります。

　  固定資産は、前事業年度末に比べて187,452千円増加し、767,695千円となりました。これは

  投資有価証券の取得が188,329千円あったため等であります。
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②負債の部

    流動負債は、前事業年度末に比べて226,777千円減少し、585,392千円となりました。

　　これは、未払費用の増加が26,997千円あったものの、法人税等の支払いを主要因とする未払

　法人税等の減少が88,612千円、賞与の支給を主要因とする賞与引当金の減少が82,460千円、

　買掛金の減少が90,602千円あったため等であります。

    なお、固定負債は、81,111千円となりました。

③純資産の部

    純資産は、前事業年度末に比べて11,297千円増加し、1,752,143千円となりました。これは、

    配当金の支払いによる繰越利益剰余金の減少が45,500千円あったものの、四半期純利益が

  39,086千円、その他有価証券評価差額金が16,741千円あったため等であります。  

  この結果、自己資本比率は72.4％となりました。

　

（3）キャッシュ・フローの状況

当第１四半期会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、法人税等の支払額

が111,916千円、賞与引当金の減少額が82,460千円、投資有価証券の取得による支出が188,329千円あっ

たものの、税引前四半期純利益が66,586千円生じ、売上債権の減少額が241,853千円あったこと等によ

り、前第１四半期会計期間末に比べ119,123千円増加し、当第１四半期会計期間末に886,021千円（前第

１四半期会計期間末766,898千円）となりました。

　

①営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動によるキャッシュ・フローは、前第１四半期会計期間に比べ、税引前四半期純利益が17,265千

円減少し、仕入債務の減少による支出が50,519千円増加した一方、法人税等の支払額が29,863千円、賞与

引当金の減少による支出が15,058千円減少いたしました。また、前第１四半期会計期間に比べ、たな卸資

産の減少額が30,181千円、売上債権の減少額が56,538千円、それぞれ増加いたしました。以上のことから、

当第１四半期会計期間において、営業活動の結果獲得した資金は、前第１四半期会計期間に比べ60,466千

円増加し、69,387千円（前第１四半期会計期間8,920千円）となりました。

②投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フローは、前第１四半期会計期間に比べ、有形固定資産の取得による支出

が11,396千円、無形固定資産の取得による支出が5,905千円それぞれ減少したものの、投資有価証券の取

得による支出が、178,585千円増加したこと等により、当第１四半期会計期間において、投資活動の結果使

用した資金は、前第１四半期会計期間に比べ159,338千円増加し、191,764千円（前第１四半期会計期間

32,425千円）となりました。

③財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フローは、前第１四半期会計期間に比べ、長期借入金の返済による支出が

5,000千円減少したものの、配当金の支払額が6,220千円増加したことにより、当第１四半期会計期間にお

いて、財務活動の結果使用した資金は、前第１四半期会計期間に比べ1,220千円増加し、37,821千円（前第

１四半期会計期間36,601千円）となりました。
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（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な課題に変更およ

び新たに生じた課題はありません。

　

（5）研究開発活動

　　 特記すべき事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 58,000

計 58,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年８月７日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 17,500 17,500
ジャスダック
証券取引所

（注）

計 17,500 17,500 ― ―

(注)　普通株式は完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。

なお、当社は、単元株制度を採用していないため、単元株式数はありません。　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　　該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　　　　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年６月30日 － 17,500 － 308,900 － 248,900

　

　

(5) 【大株主の状況】

　当第１四半期会計期間において、大株主の変動は把握しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成21年３月31日現在で記載しております。

① 【発行済株式】

平成21年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 17,500 17,500 ―

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 17,500 ― ―

総株主の議決権 ― 17,500 ―

(注)　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が18株（議決権18個）含まれて

おります。

　

② 【自己株式等】

平成21年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

　　　　　― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
４月

　
５月

　
６月

最高(円) 73,50095,000108,000

最低(円) 68,00068,00087,500

(注)　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

（1）役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

常務取締役　
ビジネスパートナ本部長

取締役　
ビジネスパートナ本部長

福田　豊次 平成21年７月１日
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第５ 【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

  なお、前第１四半期累計期間(平成20年４月１日から平成20年６月30日まで)は、改正前の四半期財務諸表

等規則に基づき、当第１四半期会計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び当第１四半期

累計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作

成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期累計期間(平成20年４月１日か

ら平成20年６月30日まで)に係る四半期財務諸表について、また、当第１四半期会計期間(平成21年４月１日

から平成21年６月30日まで)及び当第１四半期累計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)に

係る四半期財務諸表について、太陽ＡＳＧ有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。

　

３　四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
　　(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成21年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 886,021 1,046,220

受取手形及び売掛金 607,365 849,218

仕掛品 20,998 5,971

その他 136,566 151,826

流動資産合計 1,650,952 2,053,236

固定資産

有形固定資産 ※1
 251,934

※1
 255,828

無形固定資産 94,560 101,048

投資その他の資産

投資有価証券 259,383 47,874

その他 161,817 175,491

投資その他の資産合計 421,200 223,366

固定資産合計 767,695 580,242

資産合計 2,418,647 2,633,479

負債の部

流動負債

買掛金 226,817 317,420

未払費用 128,138 101,140

未払法人税等 29,913 118,525

賞与引当金 103,030 185,491

役員賞与引当金 － 7,920

その他 97,493 81,672

流動負債合計 585,392 812,170

固定負債

その他 81,111 80,463

固定負債合計 81,111 80,463

負債合計 666,504 892,633

純資産の部

株主資本

資本金 308,900 308,900

資本剰余金 248,900 248,900

利益剰余金 1,177,601 1,184,015

株主資本合計 1,735,401 1,741,815

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 16,741 △969

評価・換算差額等合計 16,741 △969

純資産合計 1,752,143 1,740,845

負債純資産合計 2,418,647 2,633,479
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(2)【四半期損益計算書】
　　【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
 至 平成21年６月30日)

売上高 1,449,664 1,199,430

売上原価 1,164,532 965,354

売上総利益 285,132 234,076

販売費及び一般管理費 ※1
 199,722

※1
 162,019

営業利益 85,409 72,056

営業外収益

受取利息 6 3

受取配当金 326 431

匿名組合投資利益 2,375 －

その他 416 349

営業外収益合計 3,125 784

営業外費用

支払利息 129 －

複合金融商品評価損 － 6,688

営業外費用合計 129 6,688

経常利益 88,406 66,152

特別利益

保険返戻金 － 433

特別利益合計 － 433

特別損失

投資有価証券評価損 4,186 －

その他 367 －

特別損失合計 4,554 －

税引前四半期純利益 83,851 66,586

法人税、住民税及び事業税 35,217 27,500

四半期純利益 48,633 39,086
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(3)　【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
 至 平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 83,851 66,586

減価償却費 20,702 15,297

賞与引当金の増減額（△は減少） △97,519 △82,460

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △9,462 △7,920

未払役員退職金の増減額（△は減少） △7,680 －

受取利息及び受取配当金 △332 △435

支払利息 129 －

複合金融商品評価損益（△は益） － 6,688

投資有価証券評価損益（△は益） 4,186 －

匿名組合投資損益（△は益） △2,375 －

固定資産除却損 116 －

売上債権の増減額（△は増加） 185,314 241,853

たな卸資産の増減額（△は増加） △45,208 △15,026

仕入債務の増減額（△は減少） △40,083 △90,602

その他の流動資産の増減額（△は増加） △1,083 15,259

その他の流動負債の増減額（△は減少） 59,921 31,593

その他 37 37

小計 150,513 180,869

利息及び配当金の受取額 332 435

利息の支払額 △144 －

法人税等の支払額 △141,780 △111,916

営業活動によるキャッシュ・フロー 8,920 69,387

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △11,666 △271

無形固定資産の取得による支出 △10,549 △4,644

投資有価証券の取得による支出 △9,743 △188,329

敷金の差入による支出 △538 △314

敷金の返還による収入 124 1,393

保険積立金の積立による支出 △52 △1

保険積立金の返戻による収入 － 403

投資活動によるキャッシュ・フロー △32,425 △191,764

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △5,000 －

配当金の支払額 △31,601 △37,821

財務活動によるキャッシュ・フロー △36,601 △37,821

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △60,106 △160,198

現金及び現金同等物の期首残高 827,004 1,046,220

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 766,898

※1
 886,021
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第１四半期会計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

当第１四半期会計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

１  会計方針の変更

 (完成工事高および完成工事原価の計上基準の変更)

　請負工事に係る収益の計上基準については、従来工

事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に関

する会計基準」（企業会計基準第15号　平成19年12月

27日）および「工事契約に関する会計基準の適用指

針」（企業会計基準適用指針第18号　平成19年12月27

日）を当第１四半期会計期間より適用し、当第１四半

期会計期間に着手した工事契約から、進捗部分につい

て成果の確実性が認められる工事については工事進

行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、そ

の他の工事については工事完成基準を適用しており

ます。

　これによる損益に与える影響はありません。

　

【表示方法の変更】

当第１四半期会計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

当第１四半期会計期間において、固定資産の「投資

その他の資産」に含めて表示しておりました「投資有

価証券」は、資産総額の100分の10を超えたため、当第

１四半期会計期間より区分掲記することとしました。

　なお、前第１四半期会計期間の固定資産の「投資その

他の資産」に含まれる「投資有価証券」は、53,046千

円であります。

　

【簡便な会計処理】

当第１四半期会計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

１　棚卸資産の評価方法

当第１四半期会計期間末の棚卸高の算定に関して

は、実地棚卸を省略し、前事業年度末の実地棚卸高を基

礎として合理的な方法により算定する方法によってお

ります。

　また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低

下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積

り、簿価切下げを行う方法によっております。

２　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、事業年度に

係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法に

よっております。

　

【四半期財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第１四半期会計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

１　税金費用の計算
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税金費用については、当第１四半期会計期間を含む

事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益

に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用して

おります。なお、法人税等調整額は、法人税、住民税及び

事業税に含めて表示しております。
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　
当第１四半期会計期間末
(平成21年６月30日)

前事業年度末
(平成21年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　126,086千円※１　有形固定資産の減価償却累計額　　121,920千円

　

(四半期損益計算書関係)

第１四半期累計期間

　
前第１四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

       役員報酬 27,292千円

       給与手当 56,351千円

       賞与 2,917千円

       法定福利費 12,972千円

       減価償却費 4,366千円

       地代家賃 11,208千円

       支払手数料 15,374千円

       賞与引当金繰入額 12,798千円

       求人費 14,522千円

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

       役員報酬 26,550千円

       給与手当 50,351千円

       法定福利費 11,267千円

       減価償却費 3,758千円

       地代家賃 11,069千円

       支払手数料 14,861千円

       賞与引当金繰入額 11,729千円

       求人費 8,047千円

 

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第１四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 766,898千円

現金及び現金同等物 766,898千円
 

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係　

現金及び預金 886,021千円

現金及び現金同等物 886,021千円

 

　

(株主資本等関係)

当第１四半期会計(累計)期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

１．発行済株式に関する事項

株式の種類 当第１四半期会計期間末

普通株式(株) 17,500

　

　

２．自己株式に関する事項

　　　該当事項はありません。

　

３．新株予約権等に関する事項

　　　該当事項はありません。
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４．配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月29日
定時株主総会

普通株式 45,500 2,600平成21年３月31日平成21年６月30日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当事業年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日

が当四半期会計期間の末日後となるもの

　　　 該当事項はありません。

　

５．株主資本の著しい変動に関する事項

　　　該当事項はありません。

　

(リース取引関係)

リース取引に関する会計基準適用初年度開始前に締結した所有権移転外ファイナンス・リース取

引について、通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当四半期会計期間にお

けるリース取引残高は前事業年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載しておりません。

　

(有価証券関係)

事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前事業年度の末日と比較して著しい変動が認

められる有価証券はありません。

　

(デリバティブ取引関係)

 事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前事業年度の末日と比較して著しい変動が認

められるデリバティブ取引はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

 該当事項はありません。

　

(持分法損益等)

 当第１四半期会計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

利益基準および利益剰余金基準等からみて重要性の乏しい関連会社であるため、記載を省略してお

ります。

　

(企業結合等関係)

  該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１．１株当たり純資産額

　
当第１四半期会計期間末
(平成21年６月30日)

前事業年度末
(平成21年３月31日)

100,122.47円 99,476.90円

　

２．１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

　
前第１四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

１株当たり四半期純利益 2,779.08円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―

１株当たり四半期純利益 2,233.50円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―

(注)　１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
前第１四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

四半期損益計算書上の四半期純利益(千円) 48,633 39,086

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益(千円) 48,633 39,086

普通株式の期中平均株式数(株) 17,500 17,500

　

(重要な後発事象)

 該当事項はありません。

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年８月７日

コムチュア株式会社

取締役会　御中

　

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　　並　　木　　健　　治　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　　大　　木　　智　　博　　印

　

　

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているコム

チュア株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第25期事業年度の第１四半期累計期間(平

成20年４月１日から平成20年６月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益

計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成

責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

　

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、コムチュア株式会社の平成20年６月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年８月６日

コムチュア株式会社

取締役会　御中

　

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　　並　　木　　健　　治　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　　大　　木　　智　　博　　印

　

　

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているコム

チュア株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの第26期事業年度の第１四半期会計期間(平

成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30

日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フ

ロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の

責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

　

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、コムチュア株式会社の平成21年６月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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